
匡二コ日
てピ剖こ
教 、々の総 ザ事ぇラによZ留 に R I=!�！iu r� � 
認定震らき 状包4

IU�I � 室
主し レ 々

(8) 昭和54年10月24日〈水眼目〉

い
る。
常務
叡児
と
型
英
和

の対政
の
指摘
（

「解散
に
H雲
大平
政
治
の

こ
のバ
ラ
ン
ス
を
山閉
す
海
図
は
何
れ
も
紛
れ
去っ
た ・
沙
働
者
鳴
は
n

「制
収
す
る
か
口
氏一
党
支
配」
で

受賞」
、同

誌九
日一
十八
日
号）
を
か 。
バ
ラン
ス

念脱して
どこへ
巡も
川町
、共派
、

中山地
に分
解し
た
ので
め

は
、

官孫
が
「阿
民
に
は
、

野
党より

踏ま
え 、
他方で
、有国問

者
の
心理
の
う
と
す
る
の
か。
こ
の
点
に
つ
い
て
る＠

ま
し
だ
といっ
てい
る自
民党
に
安
定
底
流を

なす伝
統的
倒
的側
と

近代的
価
は
、こ

れ
ぷ
た
同

じ特集
の岡
本宏・

多
訟を
与えれ
ば
、伺

を
す
る
か
わ
か
仰
の
分布
におい
て、

裂
がや
や
持
大
山
実「
底
流で
変化し
た
撃
の

問われ
る点

完
とい
う

不安祭

宅
一
実

在
し
て
Sた
とい
う
お
実
需

給」
のい
わゆ
奪

議長義

数一
元主義

野
党
のほ
う
は
中巡
と社
共
の分
紙
化
摘（
「
信
託

保守」
へ
のU
タl
摂
の
分析
が
手
がか
り
舎ナえ
てく
れ

が
巡
む
とい
うこ
と

に
な
る
と 、
こ
れ
ン
と ・
恒例刷
日本人・

の
出
現」 、
同
る 。
綬
近
の
枇
冷
品
盗で
は
自

民ぷ持

問
問
の一“
お
層
につ
い
て
は
「
世

か
ら
の臼
本
の政
治は
、

有憎者
も巡
詑八
月十
七
、二

十四
日
合
併号）
を
が
じ
り
じり
綿え
て
、つ

い
に
は五
割
界」
がこ
とし

に
入っ
て三
度
目

の特

択
に
迷う
とい
うよ
う
な
伯

仲状般と
鈎
みえ
て
、ほ

やほ
や
の
開梨
依
然
そ
の
”
を突隠
し
た
とい
う
弘剛山
が
出て
集
を組
んでい
る F
西
欧
、東

欧
、ァ

い
うも
のが
必い
て、
決
定
的

以万向

分析してい
る・

い
るが
、そ

の一
一聞
にヤン
グ仰
の自
メ
リ
カ
の智
内た
ちにつ
い
て

の椴併

が
出ない。
そ
のた
め
に、
空
来
解
決

納
貨は
、内

鳥
の
指摘
を
3
ら

に
巡

民支持m加
が
あ
る
こ
と
ば
災い
ない
は
それ
内
作
とし
て
は
而内い
がべ
佑

手口秀.6. 
"" 河

伯
仲
が「
革
新
的
効
果

綿
貫

すべ
S

民間川崎岬
脳が

解体円で
4Cない。

め
て
『
伯
仲
の総
統」
とい
う
閑
民
の
と
い
う・
若い
ほ

ど革紛志向
とい
う
回
特
子
「舶刊
行
に
蝕ぽ
水
れ
た
千円つ
1

そ
うい
う
あま
り
明るい
回世
間下じゃ
な
巡
択
は
た
ん
な
る
現
状
維
持
以
上
の
裂は
もは
や
出削れ
た
ので
あ
る。

料品同教

符怜証作 UK
の中
か
ら
l」

は

い＠
行
然
のこ
とで
は
ある
が
、

週刊
い
状
況
が
、し

ば
ら
く
続く
よ
う
な感
『
本
初
的』

効黙
を
もた
らす
か
もし

他方、
「好
ぎな
政
党
なし」
府
が
よい
得約
Uあ
e臼市

誌は
沼
必れ
、月

刊此
は
同月
遅れ
に
な
じ
がし
ま
す」

・と紛っ
てい
る。

れ
ない
とい
う 。

他万で
株に
な
らっ
占め
る
割
合は
、事

抑
制貨で
は
新
内

「ね
え
、わか

る
か
な
、い

ま
の惟

ら
d
る
を
え
ない 。
し
か
し

、
毘
の

同
じ
特集
の

納車窓
『
保
守
の
て、

急微

な賛助 、
強
力な
整閣
を歓
自
ク
ラ
ブ
戸梁
F先
の
依術

食品
ず
の
中
、江戸

時
代み
た
い
だ
よ」

「u

b
のが
先
に
立つ」
とい
う
骨国策
もあ
昨
代」
の
革新

的迦択」
は
、一

方で
迎
し
ない

有権活
の

価仰似カ
あら
た
る閣
に一
お
高く
、と

も
にニ
四
%
だ
は
ど
ん
な
視
の
昨日
に
生まれ
た
か
によ

る＠
巡れ
て
治っ
てい
る
も
のが

、先
は
、かつ

て
部

分署
名え
装
組
め
て一
さ
れ
た
と
指摘
す
る。
こ
のよ
っ
たω
こ

の棉抗議崎
にお
け
るほ
ん
っ
て、
士
、節 、

工
、商
、

主
分
が

周
辺ぶ
よ
り
もか
えっ
て
先

手見泌
す
口
身
が

『貸出血多訟

を臼
指して
解
・つ
な
状
態
夫
内
相
のい
う
よ
う
に
のわず
か
な動
Sが
、内

治
線上
に
あ
決
め
られ
た
よ
う
に

、い
忠
は
、テ

ス

こ
と
もで
さ
唱
は
ずで
あ
る。

倣
室
付い
、し

か
も
、

安価
な
政
府
を
『
日
本
同
氏
の
絶
妙
なバ
ラ
ン
ス
感
っ
た

共産比の

侯術者
手押
し上
げ
、
ト

の出…一致によっ
て
日
分」
が
決め

j
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rw筒LC
よ
ρ

断自ク候術的

REmと
した

の
mト
られ ド
と
宮
がこ－っ
と 、
そ
の「白

淡
の
快凶什で
身動
さつ
か
ない
れお
裂でい
え
ば
、

倒仰
の屯YA
他が
めつ
で
あ
る －

た
ちは
、ちょっ

生広
%
のあ
る
も
の
た
ので
あるo
Tス
ト

の
へ滋だ
け
で

とこ
ろで
、除

虫・
文
化－
m
A誌

な
ら 、
収
、万

引
、セッ

ク
ス
と裂
の
一一冗
的に
身分
の
ぎ£
る
現
代
の若計
と銘
うっ
て「
事刊ク
ラ
イ
シス」
が

枇
凶作
に
広
る。
術
開
の綴
巡
でお
そら
た
ち
の
社会は 、
そ
の
窓味で
は
江
戸

発刊C
れ
た
こ
と
をご
紛介
し
てお
こ

く
だ
れ
で
も
知っ
てい

4也青少年
間
地
時
代よ
り
も思い
とい
わね
ば
なら
な
う ＠

創刊
の野
によ
ると
、

近代
の総

のすべ
て
が
、－

つ
の
泌閃
の小で
し
い。

作がい
広
や袋
小肘ML
泌し
た 、
そし

っ
か
り

pm内心
のい
く
よ
う
に

m広三

弘は
、

掃
さ
とい－
召
集は
寅
て
資本
主
策か
ら人
煩
を
放う
は
ずで

れ
てい
る
ので
あ
る。

伎
の所
伝
島市か
く
ナ
よ
う
に
使われ
る
あっ
た
社会
主
蕊はエ
セ
共
同性で
あ

お
そら
く
現
災は
、tu

将
た
ち
の絶
ので
あま
り
好
Sで
ない
が
、問

勉が
る
凶
米 、
エ
セ

符泌也で
あ
る
貨
幣
に

質し
てい
るほ
ど

に
は
凶
定dれ
てい
織
巡
に
あ
る
乙
と
l

政
治
につ
い
て
か
ら
め
とられ
て阪
巾ん
を前
進3せ
る

ない
で
あ
ゐ
う＠
し
か
し

、彼
ら“
人
は
、た

ん
に
m
Mm
によ
る
財政
川
立で
力
そん山いつ
つ
あ
る a
災
胞
のクラ
イ

は
なく
、従金

安
保め
税
金
を分
配す
シ
ス
（
危機）
は
、な

によ
りも 、
医

1U
H1
3
・
在
恨み
、つ

ま
り
汚職
や

き
で

を也
べ
支
聞
の仰
の「
毒
の

一』阻潤
掴
’ZF
掴織繍‘叫
氏
も合め
た
段
治全体
のあ
り方が問わ
危
俄」
として
とら
え
られ
てい
る 。

一
向
一
Ji附
れ
て
立

ずにつ
い
て
は
、

裂
一の
引いvr
は
、dわ

め
て
急で

一a開
？
とお14
自
のいうよ
う
に
これ
まで
の
議
接
争
点
菱
票
管れ
てい
るが
、

f
d
？」丸一
事，K制ぷ
慰
霊
の
罪
符
え
こ
こで
は
判
のお
祝い
霊べ
て行

i司tF
1
1
一Eg
g
－

を
凶
民に問－つ
のに
ふヨ
わしい
か
と
く
だ
け
にす
る。

い
う問
胞で
あ
り
、数行

につ
い
て
は

現
代中
凶につ
い
ては
、そ

の人口

ーパ什リ
f
iuy

L
U一
元
議とい
うあ
り
京
、つ管

理
、

決
排
出
体制
と
望
地

一
、jn一－
な
で
A
として
の
化飢
み
がい
た

手
滞
在
串強調し
た
中

g
支

『幽一
一
aEIi

｝－叫凶
浪
ところで
問わ
れ
る
よ
うに
なっ
てい明
の

・川
鈎
泊・
を
め
d
ず
中
同」

一armwLKむ細
る。

一（
実公
諭）
、この中

国
社会
の文

戸
va－
－
司川
ーが相

ヒ
令uw
の
愛称
キ吋U
指した
文化
大
都

f
ト
i
j
r

d
「沖縄」「南北」
削が
同時
に四
人組
のい
わ
ばフア
ツ

一
人
に
や
J妥
季、
わ
せ
るよ
うな叫
で問題提起

シ日

的造

才話した
とい－
這

組み
に
なりつ
つ
あ
るこ
と
は
た
しカ

ほ
そ
蛤
じ
た
野
付
浩一
「六
億
の
神

話災で
あ
ろ
う伺
健
史上
の

裏と

「
完」
の
立
「八
O
誌
の
沖
州
、こ

とご
と

く叫さg

a
日ジ

し
てい
え
ば
、江戸

時
代に
は
ど
の防
制」
も
そ
のよ－つ
な
関心
か
ち出
先し
h
l
ナ
ル 、
十月五
臼
ワ）
があ
る・

級もすべ
て
の
悩印刷
ぞ独
点ず
るこ
と
て釘
り 、
凶
川
澗
「悶
本
の内
な
る刈
い
ずれ
も
、こ

れ
ま
で
の可
ル
クス
主

は
で
3
な
かっ
た＠
武
士
は
名神
事訟

北川勉』
、r h

野井一H郎

『地以
ドh
m
焼
、社

会

1・舵ぬのわ
く
川刃
向一は
符

占した
が
金
は
な
かっ
た 。
町
人
には

と自
治体「
事長」
」
も
、こ

れ
戊
で
え
られ
そ
う
に
もない
問
題に
挑んど

名嘗
は
な
かっ
た
が
金
は
あっ
た
的
諭
じ
られ
て
念た

山間北問
問
、あ

るい
女
品川で
あ
る ＠
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